
教育目標 

■医学部 
将来医師の活躍しうる様々な分野で、必要な基本的知識、技術及び態度を身に体し、生涯
に亘って学修しうる基礎を固める。 
すなわち、自主的に課題に取り組み、問題点を把握しかつ追及する姿勢を養い、医学のみ
ならず広く関連する諸科学を照覧して理論を構築し、問題を解決できる能力及び継続的に
自己学修する態度を開発する。さらに、医学・医療・健康に関する諸問題に取り組むにあ
たっては、自然科学に留まらず、心理的、社会的、倫理的問題等も含め、包括的にかつ創
造的に論理を展開でき、様々な人と対応できる全人的医療人として素養を涵養する。 

 
■看護学部 

看護はあらゆる健康のレベルにある人々を対象とし、それらの人々の健康レベルの向上を
目指して援助を行うものであり、この援助活動は、人々の生活を尊重し、人間理解に根ざ
した関係を基盤として、継続的に行われるものである。したがって、多様性を受入れ、国 
際的視野で活動できる豊かな人間性を育成し、社会で生きる人間力を育むことを重視する。 
また、最先端医療を提供する「高度医療」と生活の基盤となる「くらしの場」における看 
護の知識・実践の基盤の育成をし、看護科学の実践力を育むことも重視する。そして、人・ 
組織をつなぐ組織力を養い、病院内のチームケアのみならず、地域の多職種および市民と 
協働できることを目指し、専門職性の基盤となる研究能力と主体的学習能力や自己成長力 
を育むことを大切にする。 
 
本学部は以下の教育目標を掲げる。 
 1. 豊かな人間性を育み、生活者としての人間を理解する基礎能力を養う。 
 2. 多様な価値観を受容し、国際的な視野に立って思考・活動できる基礎能力を養う。 
 3. 人間を成長発達する存在として捉え、看護学に基づき系統的に理解し、健康維持・ 

増進・回復、疾病予防と回復にむけて働きかける能力を養う。 
 4. 看護の基本技術を身につけ、人間関係の基盤形成と科学的思考に基づいた看護実践 

能力を養う。  
5. 地域における保健・医療・福祉・教育等の関係者および市民と連携し、チーム医療を 
主体的かつ協調的に担う能力を養う。 

 6. 看護学に必要な研究の基礎能力を身につけ、現状の課題を発信する能力を養う。 
 7. 専門職としての倫理観や自己の能力を評価し、女性医療人として生涯発達しつづける 

能力を養う。 
 



■医学研究科 
医学研究科博士課程の到達すべきゴールとして、その専門分野における独創的研究によって、 
従来の学術水準に新しい知見を加え、文化の進展に寄与するとともに、研究を指導する能力
と哲学を養うこと、さらに臨床医学においては、新しい医療技術の開発および高度な専門技
術を修得すること、また共同先端生命医科学においては新しい医療機器や医薬品の開発・評
価のための医療レギュラトリーサイエンスを指導する能力を養うことを目指している。 

 
■看護学研究科博士前期課程 

本大学院は、建学の精神にのっとり、看護学に関する学術の理論及び応用学を研究し、そ 
の深奥を究めて、文化の進展に寄与するとともに社会に貢献すべき有為の人材を育成する。  

 ■看護学研究科博士後期課程 
本大学院博士後期課程は、建学の精神にのっとり、看護学に関する高度な理論および実践
学を研究し、その深奥を究めて、人々の健康に寄与すると共に、看護学を発展させ社会に
貢献する卓越した人材を育成する。 

■看護専門学校 
1. 看護を志す人として人間愛に基づいた温かで誠実な心を育む。 
2. 生命の尊さを認識し、人間を統合された存在として幅広く理解する基礎能力を養う。 
3. 人々の健康のあらゆる状態に対し、科学的な根拠に基づいた看護を実践するために 
  必要な基礎能力を養う。 
4. 看護を発展させるための対人関係能力を養う。 
5. 専門職業人としての倫理に基づいた看護が実践できるための基礎能力を養う。 
6. 保健医療福祉における看護の役割を理解し、チームの中で協働して人々の健康支援が 
 できるための基礎能力を養う。 
7. 看護について継続して自ら学び、探求する姿勢を養う。 
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